
  

 
令和２年度 ３学期 始業式 熊本県立八代工業高等学校 

１ レジリエンス「ＲＥＳＩＬＩＥＮＣＥ」（復元力） 

２ ウェイパワー「ＷＡＹ ＰＯＷＥＲ」（見通し力） 

３ ウィルパワー「ＷＩＬＬ ＰＯＷＥＲ」（意志力） 

私には、私に与えられた道がある。 

天与の尊い道がある。 

どんな道かは知らないが、他の人には歩めない。 

私だけしか歩めない。 

二度と歩めぬ、かけがえのないこの道。 

広い時、狭い時もある。 

でこぼこな時もある。 

のぼりもあれば、くだりもある。 

坦々とした時もあれば、かきわけ、かきわけ汗する時もある。 

この道が果たしてよいのか悪いのか、思案にあまる時もあろう。 

なぐさめを求めたくなる時もあろう。 

しかし、所詮はこの道しかないのではないか。 

あきらめろと言うのではない。 

いま立っているこの道、いま歩んでいるこの道、とにかくこの道を休まず歩むことである。 

私だけしか歩めない大事な道だから。 

私だけに与えられているかけがえのないこの道だから。 

他人の道に心を奪われ、思案にくれて立ちすくんでいても、道は少しも拓けない。 

道を拓くためには、まず歩まねばならぬ。 

心を定め、懸命に歩まねばならぬ。 

それがたとえ遠い道のように思えても、休まず歩む姿からは、必ず新たな道が拓けてくる。 

そして、深い喜びも生まれてくる。 

新年あけまして 
おめでとうございます。 

今年もよろしくお願いいたします。 

生徒のみなさんにとって、今年１年が健やかで有意義な年となるこ

とを祈念しています。 

みなさんと先生方とが力を合わせ、八工がさらに発展できるよう頑

張りましょう。 

松の内が終わってから神様に供えていた鏡餅を下げ、それを食べるという風

習が鏡開き（１月１１日）きです。神様に供えた食べ物には力が備わると考えら

れ、神様に感謝しながら食べることによって、無病息災を祈願しています。 

鏡餅を包丁で切るということは、切腹を連想させるので、マナーに反すると考えられていま

す。鏡餅は、一般的に木槌で開くことが、縁起が良いとされています。 
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